
各年の費用
（百万円）
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113.4億円

65.4億円

42.3％
縮減

今後60年間の車道舗装修繕費用の推移

実際の工事に基づき道路全体における工事の修繕計画を立てるため、車道面積だけでなく、道路全体

の年間の修繕面積を算出した。また、Ｎ３以下の路線については、適宜修繕が必要となることから、近

年の発注実績を考慮し年間7,000㎡として設定した。

今後は、優先修繕路線とその他の路線の劣化状況や修繕の実施状況等を適切に把握し、効率的、効果

的な修繕を実施していく。

１ 計画策定の目的

江東区道路舗装修繕計画（案）（概要版）

交通量区分
ＭＣＩ＝５
到達年数

ＭＣＩ＝３
到達年数（参考）

Ｎ４～Ｎ６路線
（約37㎞）

約33年 約55年

Ｎ１～Ｎ３路線
（約278㎞）

約60年 約96年

舗装の劣化状況を数値化し、効率的かつ効果的な修繕計画を定めることにより、今後の中・長
期的な舗装の健全性確保と将来的な更新費用の縮減や平準化を実現する。

２ 管理道路の現状と課題

７ 計画の効果的な運用と見直し

ＭＣＩ 評価（一般的な対応方法）

５以上10以下 望ましい管理水準

３以上５未満 修繕が必要（予防保全型対応）

３未満 早急に修繕が必要（事後保全型対応）

５ 予防保全型管理による車道舗装の長寿命化【基本方針２】

交通量区分Ｎ４～Ｎ６の路線を予防保全型管理として３３年周期で修繕した場合、年間の実施面積に

ばらつきがあり、財政計画や人員配置、施工の担い手確保などの課題が生じるため、年間施工量の平準

化を図る。（平準化後修繕面積：13,800㎡/年）

交通量区分 年間修繕面積 年間修繕費用

Ｎ６、Ｎ５ 約18,400㎡ 7.2億円

Ｎ４ 約4,600㎡ 1.8億円

Ｎ３以下 約7,000㎡ 3.1億円

合計 12.1億円

【道路の現状把握と評価】
路面性状測定車により区道113kmの「ひび割

れ率」「わだち掘れ量」「ＩＲＩ（縦断方向
の凹凸） 」を測定し、測定結果からＭＣＩ
（舗装の維持管理指数）の算出を行い、複合
的な評価を行う。

大型車の交通量情報から交通量を解析し、交通量区分とＭＣＩから、車道舗装における劣化予
測を行い、交通量区分に応じた効率的な維持管理を実施する。

交通量区分 管理目標
管理水準

（ＭＣＩ値）
管理手法

Ｎ６、Ｎ５ 舗装の健全性を
常時確保

５以上
計画的な修繕を実施
(予防保全型管理)Ｎ４

Ｎ３以下
舗装の健全性を
最低限確保

舗装の損傷の進行が極めて遅いため、
管理水準は設けず適宜修繕を実施

４ 交通量区分に応じた効率的な維持管理【基本方針１】

※舗装（車道）における管理別 工事対象物

【劣化予測】

【管理手法】

舗装構造 予防保全型管理 事後保全型管理

アスファルト
混合物層

表層 対象 対象

基層 対象 対象

路盤 - 対象

路床 - -

予防保全累計

予防保全

事後保全

事後保全累計

累計費用（億円）

113.4億円

65.4億円
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N6 N5 N4

年度

13,800㎡（平準化後）

車道面積（千㎡） 今後60年間の修繕面積

（令和5年度算出単価を利用）

６ 修繕計画（令和７年度～11年度）

３ 基本方針
１ 交通量区分に応じた効率的な維持管理

２ 予防保全型管理による車道舗装の長寿命化

【課題】
・統一的な基準が不十分
・今後一斉に修繕時期が到来
・人件費等による維持管理費の増大

【ＭＣＩによる評価の目安】

統一的な基準から道路の経年劣化を適切に
把握し、予防保全型の維持管理を推進

令和６年５月
土木部道路課

計画のマネジメントサイクル

舗装修繕計画の策定 メンテナンスサイクル

パフォーマンス評価改善

マネジメント
サイクル

Plan Do

CheckAction

計画 実行

評価改善

・劣化予測
・管理水準の設定
・修繕周期の設定
・優先修繕路線の選定
・実施計画の策定 等

・優先修繕路線の見直し
・修繕単価、工法の見直し
・維持管理体制の見直し 等

・計画と実施状況の比較、評価
（修繕規模、修繕費用）
・健全性の推移 等

調査 診断

修繕記録

５-１ 予防保全型管理と事後保全型管理の比較

５-２ 修繕面積の平準化の検討
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